
日

豊かな家庭と郷土を築く。

新時代にふさわしい技術を身につける。

たえず経営研究に励み合理化につとめる。

〈大洲市民憲章)

2、ヨ相 48年 5月

生産に励み、

。。

弟 207号

20パ31人

市の人口(5月1日)

人口 38.120人
男 17，98

世帯数 10.350世手
面積 240，+ 

発行大洲市主

編集総

l期
全期

市
が
山
村
振
興
計
出
に
基
づ
き
橋
り

ょ
う
整
備
を
す
す
め
て
い
た
森
山
1

成
能
を
結
ぶ
「
大
成
橋
」
が
完
成
、

四
月
二
士
ニ
日
旭
区
民
総
出
の
開
通

式
を
行
な
い
ま
し
た
。

こ
の
橋
は
、
長
さ
一
一
七
・
七
メ

ー
ト
ル
、
幅
四
メ
ー
ト
ル
、
総
事
業

費
六
千
三
亘
二
士
ニ
万
七
千
円
を
か

け
、
昭
和
凹
十
五
年
度
か
ら
三
カ
年

継
続
事
業
で
完
成
し
た
も
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
幅
二
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

の
木
橋
が
架
設
さ
れ
て
い
ま
レ
た
が

肱
川
の
増
水
の
た
び
に
流
失
、
そ
の

た
び
に
復
旧
す
る
な
ど
、
不
便
な
乙

保蹟税
軽自動車税~;~会男t~鈴~~:鰻:援護

と

か

多

く

永

久

橋

を

望

む

声

が

強

か

一

切

で

す

。

ま

た

、

観

光

が

単

な

る

物

見

一

観

光

は

、

人

間

性

を

回

復

す

る

大

き

一

す

か

ら

と

連

絡

く

だ

さ

い

。

そ

の

場

合

っ

た

も

の

で

す

。

一

遊

山

で

な

く

、

日

常

の

暮

し

と

興

っ

た

一

な

意

味

を

も

っ

て

い

る

の

で

す

。

一

は

相

談

員

が

直

接

訪

聞

い

た

し

ま

す

。

大

協

橋

完

戚

に

よ

り

、

保

育

所

、

一

経

験

を

レ

て

気

分

を

変

え

心

と

体

に

新

一

当

市

を

訪

れ

る

観

光

客

が

大

酬

の

よ

一

受

付

場

所

小

中

学

校

の

児

童

信

葎

の

安

全

通

学

一

一

鮮

な

息

吹

き

を

注

ぐ

と

い

う

生

活

に

な

一

さ

(

人

情

美

、

風

光

美

)

を

満

喫

し

て

八

幡

浜

市

広

瀬

一

、

二

ハ

O

は

も

と

よ

り

、

乙

の

橋

を

利

用

す

る

一

一

く

て

は

な

ら

な

い

要

素

と

も

な

っ

て

き

一

も

ら

え

る

よ

う

に

市

民

あ

げ

て

心

を

乙

八

幡

浜

公

共

職

業

安

定

所

人

々

に

と

っ

て

も

経

済

交

流

等

の

効

一

一

ま

し

た

。

一

め

て

迎

え

た

い

も

の

で

す

。

電

話

(
O八
九
四
二
)
②
四
Q
ニ三

果
も
多
大
で
、
重
要
な
役
割
聞
を
果
た
一
夕
闇
せ
ま
る
乙
ろ
、
か
が
り
火
を
燃
一
八
隻
、
約
一
一
五
、

O
C
O人
そ
の
消
費
一

す
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
や
し
て
く
だ
る
鵜
船
、
鵜
匠
の
手
一
例
さ
一
額
は
約
一
億
円
に
達
し
ま
レ
た
。
今
年
一

開
通
式
に
は
、
村
上
大
洲
市
長
の
一
ば
き
も
あ
ざ
や
か
に
鵜
は
ア
ユ
を
追
っ
一
は
、
そ
れ
を
十
三
%
伸
ば
し
て
二
五
O
一

ほ
か
関
係
者
。
ァ
i
プ
に
ハ
サ
ミ
を
一
て
水
中
を
乱
舞
す
る
。
澄
み
き
っ
た
流
一
♀
宜
、
約
二
八
、

0
0
0人
と
目
標
を
一

入
れ
た
あ
と
、
大
喝
小
・
中
学
生
や
一
れ
の
中
で
手
に
と
る
よ
う
に
み
え
る
そ
一
き
め
受
け
入
れ
体
制
に
万
全
を
期
す
ぺ
一

保
育
所
の
園
児
、
地
元
住
民
約
五
百
一
の
様
は
ま
さ
に
ぽ
観
、
肱
川
な
ら
で
は
一
く
準
備
に
つ
と
め
て
お
り
ま
す
。
一

人
が
通
り
初
め
を
し
て
関
通
を
祝
い
一
の
風
趣
で
す
。
一
最
近
の
観
光
客
は
、
大
洲
の
み
が
司
一

ま
し
た
。
一
夏
の
風
物
詩
、
納
涼
う
か
い
を
求
め
一
的
で
訪
れ
る
人
は
少
な
く
な
り
松
山
、

一
て
大
淵
市
を
訪
れ
る
観
光
客
は
関
西
二
西
海
な
ど
と
結
ん
だ
コ

l
ス
を
と
る
よ

一
円
に
ひ
ろ
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
一
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
、
そ
の

昨
年
の
う
か
い
利
用
客
は
、
一
一
二
三
土
地
の
よ
さ
を
印
象
づ
け
る
こ
と
が
大

完成した大成橋通りぞめ

紅
白
の
テ
l
プ
に
ハ
サ
ミ

を
入
れ
る
村
上
市
長

開
幕
近
い
水
中
シ
ョ

i

観
光
客
を
快
よ
く
迎
え
ま
し
ょ
う

車会区
長 長
に会

長
会
の車

県
営
広
域
農
道
第
二
期
工
事

名
誉
市
民
(
金
山
出
白
寺
先
住
)
で

あ
っ
た
神
山
諦
ば
ん
(
乙
う
や
ま
、
た

一向

LE--IJL亘
書

7fL--5141227f'ZE--』
LEE--4LE--
，laz--fiEElfizz--flJ一
い
ば
ん
)
氏
八
十
四
歳

l写
真
ー
が
五

一

一

加

入

し

ま

し

た

か

一

一

日

即

日

持

U
Hげは

政

雄

氏

一

一

石

毛

交

亘

易

書

呆

会

一

一

神

山

授

、

十

歳

で

角

に

は

い

り

五

一

I
F
r
h
ー
矛
ノ
、

l
r
E
モ
一

E
t
ι
E
R
J
-東
大
文
学
部
哲
学
斜
を
卒
業
、
昭
和
田

大

洲

市

区

長

会

長

会

の

会

長

の

改

選

一

」

.

一

白

{

一

司

-

一

'

l

l

l

b

一

『

三

年

出

石

寺

の

住

職

と

な

ら

れ

て

以

来

、

一

に

よ

り

、

と

の

た

び

軍

政

雄

氏

が

喜

一

「

年

聞

い

つ

で

も

、

加

入

で

き

ま

す

。

万

一

の

交

通

事

故

に

す

門

で

は

多

く

の

要

職

に

つ

か

れ

て

き

一

さ

れ

ま

し

た

。

一

」

一

一

も

備

え

、

こ

と

し

も

家

族

ぐ

る

み

で

加

入

し

ま

し

ょ

う

。

杢

た

ほ

か

、

昭

和

三

十

七

年

に

は

イ

シ

ド

一

区

長

会

、

役

員

お

よ

び

各

地

域

の

会

一

「

一

一

一

I
l
f
i
l
i
-
-
E
-
l
i
l
i
-
-
1
1
1
i
l
-
-一
の
仏
跡
を
訪
問
、
宗
教
を
通
じ
目
印
親

一

長

は

次

の

と

お

り

で

す

。

一

-

一

一

区

長

会

役

員

一

平

谷

美

登

一

お

と

し

よ

り

の

職

業

一

善

に

尽

さ

れ

ま

し

た

。

一

朝

日

政

年

一

一

一

方

、

県

社

会

教

育

委

員

や

県

公

安

区

長

会

長

会

の

会

長

車

産

一

一

相

談

一

委

員

と

し

て

活

躍

さ

れ

、

ま

た

私

財

副

会

長

平

塚

千

秩

一

位

尾

隆

弥

一

一

池

田

俊

二

郎

『

襲

撃

一

愛

媛

県

者

人

職

業

相

談

員

が

八

幡

浜

一

を

号

て

出

石

寺

の

塑

白

書

立

公

各

地

区

会

長

高

橋

芳

夫

妻

職

業

安

定

所

に

四

月

百

か

ら

配

扇

編

入

、

瀬

田

林

道

、

大

和

林

道

の

建

一
置
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
一
設
に
も
カ
を
尽
さ
れ
ま
し
た
。

肱
南
地
区
会
長

乙
の
相
談
は
、
六
十
歳
以
上
の
人
の
一
こ
の
よ
う
に
同
氏
が
教
育
、
文
化
、

職
業
相
談
を
毎
週
、
月
・
水
・
金
眼
目
一
産
業
、
観
光
と
広
い
分
野
に
わ
た
り
残

に
午
前
八
時
三
十
分
よ
り
午
後
五
時
ま
一
さ
れ
た
功
績
は
大
き
く
二
二
十
七
年
に

で
受
け
付
り
て
お
り
ま
す
。
ご
遠
慮
な
一
は
、
県
教
育
文
化
賞
、
四
十
一
年
七
月

く
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
一
に
は
名
誉
市
民
に
推
戴
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
お
い
で
に
な
る
こ
と
が
で
き
一

ζ
の
た
び
の
遷
化
は
当
市
に
と
っ
て

な
い
人
は
電
話
か
、
は
が
き
で
結
構
で
一
も
た
い
へ
ん
お
し
ま
れ
ま
す
。

本
年
度
か
ら
蔵
川
地
区
も
着
工

広
域
農
道
事
業
は
、
昭
和
四
十
五

年
度
に
お
い
て
、
総
工
費
約
十
八
億

円
で
総
研
一
一
長
三
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に

お
よ
ぶ
大
型
樽
道
の
整
備
計
画
が
た

て
ら
れ
、
す
で
に
昭
和
四
十
六
年
度

よ
り
工
事
費
約
二
億
三
千
万
円
で
延

長
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
計
爾
通
り
施

工
致
し
て
お

η
ま
す
。

昭
和
四
十
八
年
度
事
業
に
つ
い
て

は
、
第
一
期
工
事
施
工
地
区
に
お
い

て
工
事
を
継
続
す
る
ほ
か
、
早
期
着

工
を
要
望
レ
て
い
た
、
第
二
期
工
事

筋
行
地
区
(
西
大
洲
か
ら
、
蔵
川
間

)
に
つ
い
て
、
い
よ
い
よ
、
薦
川
地

区
よ
り
着
工
す
る
運
び
と
な
り
ま
レ

た。
第
二
期
工
事
は
、
元
蔵
川
診
療
所

三

一

九

一

!
j
i
i
i
!長

官

た

だ

く

乙

r
M
車
内
J
一
交
通
事
故
と
国
民
健
康
保
険
一
日
科
目
立
目
立

一泊

.
4
u
v
一
!
必
ず
市
の
国
保
へ
届
け
を
l
一
関
川
町
五
訪
れ
い
1

即
時

一

一

一

一

一

‘

一

一

保

険

係

へ

お

た

ず

ね

く

だ

さ

い

。

=
=
一
』
一
交
雄
事
故
そ
の
他
{
ケ
ン
カ
な
ど
ご
さ
れ
る
と
き
は
、
必
ず
す
ぐ
に
市
の
保
一

I
l
l
l
i
-
-
-

三
二
『
由
一
で
、
病
気
に
な
っ
た
り
ケ
ガ
を
し
た
場
一
険
課
に
印
か
ん
を
持
参
の
う
え
、
届
け
一

一
合
で
、
そ
の
事
故
が
他
人
の
あ
や
ま
ち
一
て
い
た
ま
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
開
出
一
「
交
通
安
全
の
日
」

ル
一
に
よ
っ
て
起
き
た
も
の
を
、
「
第
三
者
一
が
遅
れ
た
り
、
届
出
を
さ
れ
な
か
っ
た
一
を
実
施

は

J
J

一
行
為
に
よ
る
傷
病
」
と
い
い
ま
す
。
一
場
合
に
は
、
あ
と
で
被
害
申
告
受
け
ら
れ
一

J

，P
一
一
乙
の
よ
う
な
と
き
の
医
療
費
は
、
も
一
た
皆
さ
ん
に
迷
惑
が
か
か
る
と
と
が
あ
一
宮
竺
十
六
年
十
二
月
以
来
毎
月
二

却
同
一
所
課
一
と
も
と
あ
や
ま
ち
を
起
し
た
人
が
全
部
一
り
ま
ず
か
ら
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
一
十
日
の
目
を
交
通
事
故
O
の
日
と
し
て

女
帯
炉
一
役
一
弁
償
レ
て
負
担
す
べ
き
も
の
で
す
が
、
一
ま
た
、
示
談
の
話
し
合
い
を
す
す
め
一
連
動
を
進
め
て
き
ま
レ
た
が
四
月
か
ら

唯
一
伴
一
一
そ
の
弁
償
が
不
十
分
で
あ
っ
た
り
、
遅

τれ
る
場
合
に
も
、
市
ヘ
届
け
る
ま
え
一
「
霊
安
令
官
」
と
名
称
主
義

人
目
一
市
務
一
れ
た
り
す
る
場
合
に
は
、
国
民
健
康
保
一
に
は
、
建
議
に
応
じ
な
い
乙
と
で
一
来
ど
お
り
毎
旦
一
十
日
に
実
施
す
る
乙

日
・
仁
川
↑
洲
一
険
を
使
え
る
と
と
に
な
っ
て
お
り
ま
一
す
。
一
示
談
の
中
で
医
療
費
の
負
担
に
つ
一
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
す
。
た
だ
、
国
民
健
康
保
険
を
使
え
る
一
い
て
は
っ
き
り
書
い
て
お
か
な
い
と
、
一
な
お
安
全
の
臼
が
目
隠
等
休
H
に
あ

一
と
い
っ
て
も
加
害
者
が
負
射
す
べ
き
も
一
あ
と
で
後
遺
症
な
ど
が
起
き
て
も
国
民
一
た
る
場
合
に
は
そ
の
直
後
の
休
日
以
外

一
の
を
市
が
一
時
た
で
か
え
て
支
払
う
だ
一
健
康
保
険
の
給
付
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
一
の
日
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
市
民
の

一
げ
で
、
あ
と
で
た
で
か
え
分
を
加
害
一
と
が
あ
り
ま
ず
か
ら
、
慎
重
に
対
処
す
一
生
活
実
態
に
そ
っ
た
運
動
と
し
て
発
震

一
者
に
請
求
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
一
る
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。
一
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

一

す

。

一

次

に

他

入

に

使

用

さ

れ

る

人

が

仕

事

一

交

通

事

故

の

な

い

明

る

い

町

づ

く

り

一
不
幸
に
レ
て
皆
さ
ん
が
こ
の
よ
う
な
一
中
に
ケ
ガ
を
し
た
場
合
な
ど
は
、
「
労
一
の
た
め
に
と
協
力
く
だ
さ
い
。

一
事
故
に
あ
っ
て
国
民
健
康
保
険
を
使
用
一
働
災
害
」
の
適
用
を
受
け
て
、
と
れ
は

付
近
を
起
点
と
レ
て
、
橡
一
万
川
沿
い

に
、
日
の
平
、
川
口
地
区
お
よ
び
荒

問
地
峠
(
ト
ン
ネ
ル
)
を
経
由
し
て

西
大
測
に
至
る
十
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
内
、
約
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
事
業

費
約
一
億
円
め
予
定
で
施
工
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

乙
の
工
事
が
完
成
致
レ
ま
す
と
、

国
道
・
県
道
の
改
良
工
事
と
相
ま
っ

て
、
大
洲
市
全
域
を
環
状
的
に
つ
な

ぐ
と
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
交
通
輸
送
条
件
の
整
備
に
よ
り

特
に
へ
き
地
の
経
済
活
動
の
向
上
を

図
り
、
も
っ
て
地
域
格
差
を
解
消
し

地
裁
の
発
展
お
よ
び
住
民
の
福
祉
に

つ
な
が
る
も
の
と
、
大
き
な
期
待
か

さ
れ
て
い
ま
す
。
農
業
土
木
課 藍

市首夏草見

畑油平佐篠弘
川国家々浦岩

修"*謙

伝言宗華奈恵

議会量開

タ 4シ

。。

ククク。

大知1'1南部地区広域営農団地農道事業
善 計画概要図

…
わ
れ

L
の
後
円

Nノ々/

圭

朝喜
多
小
学
校
五
年

長

崎

遷神
化山

諦

鎌
氏

市立喜多小学校章

朝そ
れ
は
と
て
も
美
し
い

自
然

き
り
の
ま
っ
白
い
ベ

1
ル

朝
の
光

そ
れ
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

朝
つ
ゅ
は

真
。
ゆ

大
酬
の
朝

「評」静
か
な
美
し
い
大
酬
の
朝
が
、

自
の
前
に
ぽ
っ
か
り
浮
か
ん
で

き
ま
す
ね
。

子

同
校
教
諭
村
井
弘



一
鉄
骨
平
家
連
八
百
八
・
五
平
方
メ
1
ト

一
ル
に
、
調
理
室
を
は
じ
め
ボ
イ
ラ
ー
窒

一
冷
凍
冷
蔵
室
、
食
品
、
合
泊
庫
、
検
収

一
室
、
事
務
室
、
休
憩
室
等
の
施
設
費
二

一
千
九
百
万
円
と
給
食
設
備
整
備
費
二
千

一
四
百
二
十
万
円
で
厨
一
一
房
(
ち
ゅ
う
ぼ
う

一
)
機
器
の
食
器
消
毒
保
管
機
ほ
か
四
十

二
品
回
を
整
備
、
総
事
業
費
百
千
三
百

F

-

一
二
十
万
円
で
最
新
式
の
施
設
設
備
を
完

市
が
、
市
木
下
泊
三
千
平
方
メ
l
ト
一
設
を
進
め
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
一
徒
六
千
三
百
人
を
対
象
と
す
る
統
合
給
一

ル
の
敷
地
に
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
題
一
完
成
、
市
内
幼
・
小
・
中
学
校
児
童
生
一
食
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
給
食
業
務
高
有
し
た
近
代
的
な
腕
設
で
衛
生
面
に
お

目
始
し
ま
し
た
。
一
い
て
も
ま
た
能
一
盛
一
回
に
お
い
て
も
立
派

一
な
も
の
で
す
。

間
給
食
セ
ン
タ
ー
の
施
設
創
模
は
、
一

(2) 日
喝得

昭和ι8年 5月 20 

給

食

業

務

調莞居Zrt王捗咽3三

「
地
球
は
ひ
と
つ
生
命
の
広
場
」

1
入

選

標

語

l

環
境
週
間
は
じ
ま
る

第“ o7号

県
指
定
天
然
記
念
物

矢
落
川
の
げ
ん
じ
ぼ
た
る
発
生
地

祝
電
は
配
達
日
時
指
定
電
報
で

京事官同註
き王室ぞ露持長
主ZEまδ宅霊
おで、れ日おの
事、亀るのり億

め書的妻露著書
しにに心にの

そ号雪有害詰
弓!と収が」ク の当し
い、入、とイ 競 関てとみ春

義読書福住若君霊室E2宗主

25関目??iiiizi
詩思春525定時三3
税 円 し ら な ーレす 金でレ艇

鰐露五32雪 量542
すの らうク た十しが 金金合か

。名義三喜美Z 主音 t室長 宗菌崎君
旦言宗雲EE星日奪還実需建 2五法て
時らあばに コをうののはと回額円も他

1ii;?fioii持部長i
毒自 品占そき 富思毒ま手喜見守察
官会 害電警は 室主喜 2 セ』安否京
ま次 もら の い同音十頼 朝 常 場

を

始

一
、
自
然
を
豊
か
に
す
る
運
動

肱
川
に
コ
イ
の
稚
魚
を
放
流

一
、
自
然
を
美
し
く
す
る
運
動

山
、
川
、
公
園
等
の
清
掃
作
業

一
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動

量
一
穴
佑
モ
デ
ル
地
区
を
設
置
し
、
花

木
の
植
栽

国
連
総
会
で
毎
年
六
月
五
日
を
「
世
一
世
界
環
境
デ
l
」
の
六
月
五
日
を
初
日
一
一
、
美
化
運
動

界
環
嵐
デ
l
」
と
す
る
決
議
案
が
採
択
一
と
す
る
「
環
境
週
間
」
を
設
け
環
境
闘
一
ゴ
ミ
の
持
ち
帰
り
、
ゴ
ミ
を
捨
て

さ
れ
、
乙
の
日
に
環
績
に
対
す
る
認
識
一
園
田
に
つ
い
て
の
諾
一
行
事
を
実
施
す
る
乙
一
な
い
運
動

を
深
め
人
間
潔
境
の
保
全
に
努
め
る
決
一
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
一
各
地
域
に
見
合
っ
た
運
動
を
展
開
い

窓
を
円
碓
認
す
る
た
め
に
世
界
的
な
活
一
当
市
に
お
い
て
も
乙
の
週
間
中
、
市
一
た
レ
ま
す
の
で
各
種
団
依
は
も
と
よ
り

動
を
行
な
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
え
て
次
の
行
一
市
民
一
人
一
人
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

わ
が
国
で
も
昭
和
四
十
八
年
か
ら
「
-
事
を
実
施
い
だ
し
ま
す
。
た
し
ま
す
。 生

活
環
境
は
自
分
た
ち
で

八
多
喜
町
地
区
民
が

タンセ
一
四
月
一
日
と
八
日
の
H
関
目
、
八
多
-
集
め
た
ゴ
ミ
は
、
市
か
ら
の
回
送
車

量
一
喜
町
地
区
民
総
出
で
伺
川
の
は
掃
作
業
-
で
回
収
し
、
同
地
長
一
キ
ロ
余
に
わ
た
る

i
l
-
-
信
行
な
い
ま
レ
た
。
一
河
川
は
見
違
え
る
よ
う
な
美
し
さ
を
と

ι
一
同
地
区
は
昭
和
削
土
ハ
年
十
月
「
河
一
り
も
ど
し
地
区
民
も
喜
ん
で
い
ま
す
o

u
一
川
を
守
る
会
」
を
結
読
し
、
以
後
毎
年
一
清
掃
作
業
に
従
事
し
た
住
民
の
一

k

u
一
定
期
的
な
清
掃
作
業
を
実
施
し
て
い
ま
は
「
毎
年
清
帰
作
業
は
行
な
っ
て
い
る

白

一

す

。

一

が

、

日

常

生

活

か

ら

出

る

ゴ

ミ

の

持

棄

一
今
回
は
地
区
を
流
れ
て
い
る
清
永
川
↑
は
あ
と
を
た
た
な
い
、
自
分
た
ち
の
牛

一
が
、
上
流
か
ら
流
れ
て
く
る
草
や
木
と
↑
活
環
境
は
自
分
た
ち
で
阜
大
し
く
守
っ
て

一
捨
て
ら
れ
た
ゴ
ミ
等
が
た
ま
り
、
大
変
一
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
レ
た
。

一
な
汚
れ
よ
う
、
そ
と
で
各
区
長
を
は
じ
一

一
め
、
地
区
の
ひ
と
び
と
が
休
日
を
利
用
一

一
し
て
、

ζ
の
清
掃
奉
仕
と
な
っ
た
も
の
一

一

で

す

。

一

清

水

川

を

清

帰
市
保
険
衛
生
課

あ
り
ま
す
が
、
矢
落
川
の
と
の
「
げ
一
た
め
衝
突
レ
な
か
っ
た
も
の
が
、
前
年
一

ん
じ
ぼ
た
る
」
発
生
地
は
、
愛
媛
県
一
と
変
わ
ら
ず
九
十
二
件
も
あ
り
ま
し
た
一

で
は
た
だ
一
つ
の
県
指
定
天
然
記
念
一
こ
れ
は
一
歩
あ
や
ま
れ
ば
恐
ろ
し
い
一

物
で
す
。
ほ
た
る
の
成
虫
を
獲
る
こ
一
事
故
に
な
る
も
の
で
す
。
一

と
は
か
た
く
禁
じ
ら
れ
て
お
り
、
流
一
踏
切
の
事
故
で
は
、
必
ず
と
い
っ
て
一

5
月
げ
日
清
水
内
税
④
2
0
1
7

水
の
清
澄
を
害
す
る
行
為
も
禁
じ
沿
一
よ
い
ほ
ど
死
傷
者
が
で
て
い
ま
す
。
一
有
田
産
婦
秘

9
2
3
4
7

俸
の
水
車
類
宇
佐
保
護
し
て
、
ほ
た
る
一
事
故
の
崎
因
を
み
る
と
、
一
時
停
川
町
一

6
月
3
日
阿
部
外
斜

9
4
3
7
5

の
産
卵
を
容
易
に
す
る
よ
う
つ
と
め
一
ち
な
い
も
の
や
襲
撃
鳴
っ
て
い
一
岡
本
耳
鼻
斜

9
3
7
5
2

て
お
り
ま
す
。
一
る
の
に
渡
ろ
う
と
し
た
も
の
な
ど
が
、
一

p
m臼
江
上
小
児
税
9
3
7
5
7

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
も
得
一
六
十
四
件
で
七
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
丙
め
一
松
売
産
婦
斜

a
F
3
0
6
7

て
げ
ん
じ
ぽ
た
る
の
愛
護
保
存
を
レ
一
て
い
ま
す
。
乙
の
な
か
に
は
、
し
ゃ
断
一
ク
げ
日
村
上
内
斜

9
2
3
4
6

て
い
き
た
い
と
お
も
い
ま
す
。
一
機
が
お
り
て
い
る
の
に
、
乙
れ
を
突
破
一
祖
母
弁
外
雪
'
A
7
5
6

(
市
教
育
委
員
会

)
τ
て

、

室

長

当

た

り

し

た

、

自

殺

一

ク

昔

話

器

ヂ

3
3
6
3

一
行
為
と
し
か
恩
わ
れ
な
い
も
の
が
六
件
一
沢
井
耳
鼻
料
。

-
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

一

も

あ

り

ま

し

た

。

一

診

療

時

間

午

前

八

時

半

1
午
後
六
時
一

一
ま
た
、
警
報
機
ゃ
、
し
ゃ
断
機
の
あ

F

h

h

'

にヨ

r寺

T
L

一
る
踏
切
で
の
事
被
が
五
十
一
パ

1
セ
ン

ι一
な

く

な

ら

な

い

踏

切

事

故

一

ト

も

あ

る

と

と

は

、

E
フ
イ
パ

I
の
良

い

一

一

一

識

を

う

た

が

い

た

く

な

り

ま

す

。

U
U
一
き
ょ
年
の
四
月
か
ら
、
と
と
し
の
二
一
一
十
段
聞
に
一
一
十
四
億
円
の
有
用
を
か
け
一
い
く
ら
踏
切
の
設
備
を
よ
く
し
て
も

U
一
月
ま
で
に
、
四
国
の
墨
絵
師
で
九
十
二
一
て
踏
切
に
警
報
機
や
レ
ゃ
断
機
、
非
常
一
通
る
人
が
注
意
し
な
け
れ
ば
、
踏
切
事

I
U

一
件
の
断
切
事
前
が
お
き
ま
し
た
。
乙
れ
一
用
抑
ボ
タ
ン
を
取
り
つ
け
た
り
、
踏
切
一
放
は
な
く
な
り
ま
せ
ん
。

け
一
は
前
年
よ
り
こ
十
一
件
少
な
く
な
っ
て
一
の
設
備
を
よ
く
し
た
乙
と
や
、
踏
切
で
一
踏
切
で
、
一
時
停
簡
を
レ
な
い
草
を

日
い
ま
す
。
そ
レ
て
、
附
切
事
以
一

o一
立
し
よ
う
レ
て
事
散
防
止
を
呼
び
か
け
一
見
た
ら
、
車
の
ナ
ン
バ
ー
を
警
察
へ
知

れ一

O
併
以
下
に
な
す
た
の
は
、
昭
和
三
十
一
た
と
と
の
ほ
か
、
通
る
人
が
注
意
亭
す
一
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。
み
な
さ
ま
の
ご
協

」
年
以
来
十
七
年
ぶ
り
の
乙
と
で
す
。
一
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
と
思
い
ま
す
。
一
力
で
融
拐
事
前
を
な
く
す
る
よ
う
お
酔

事
故
が
減
少
し
た
の
は
、
国
鉄
が
、
一
レ
か
し
、
列
車
が
陣
前
で
止
ま
っ
た
一
い
し
ま
す
。

「

太

陽

と

緑

と

水

は

「

ア

ッ

、

今

日

は

O
Oさ
ん
の
結
婚
式
一
で
し
ょ
う
。
乙
ん
な
と
と
を
な
く
す
た

市
民
の
ほ
乙
り
」
一
だ
。
今
か
ら
間
に
合
う
か
な
?
」
一
め
配
達
旦
慰
霊
の
電
報
を
と
刻
用
く

市
保
険
符
生
課
一
こ
ん
な
経
験
を
さ
れ
た
か
た
も
多
い
一
だ
さ
い
。

事

農

メ

モ

水
稲
の
機
械
植
え
栽
培

機
械
移
値
栽
培
の
回
憶
え
時
期
は

普
通
回
償
え
よ
り
七
日
1
十
日
早

〈
植
え
る
よ
う
に
し
、
殺
植
密
度
は

一
軍
万
メ
ー
ト
ル
当
た
り
一
一
十
四
株

i
十
八
株
で
山
間
部
は
多
く
す
る
。

ま
た
構
え
付
け
の
深
さ
は
、
一
・
五

セ
ン
チ
位
と
す
る
。
要
は
恩
め
に
必

要
茎
を
と
り
、
し
か
も
過
繁
茂
に
な

ら
な
い
よ
う
に
栽
培
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
州
来

お
く
れ
に
な
る
轡
植
を
さ
け
、
弱
小

分
げ
つ
の
で
き
や
す
い
浅
植
や
深
植

に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
土
地
を
均
平

に
な
ら
し
、
田
植
機
械
の
調
節
に
気

を
配
る
よ
う
に
す
る
。

一
古
肥
に
つ
い
て
は
、
普
通
移
植
の

二
割
程
度
減
じ
、
穂
肥
・
実
胞
を
増

量
し
て
、
施
肥
量
の
総
量
で
は
普
通

植
と
同
程
度
と
す
る
。

除
草
剤
に
つ
い
て
は
、
稚
苗
移
植

栽
培
は
薬
害
を
受
け
や
す
い
の
で
、

そ
の
恐
れ
の
あ
る
時
は
サ
タ
I
ン
S

粒
剤
の
散
布
を
見
合
せ
、
サ
タ
I
ン

M
泣
剤
を
使
用
す
る
。

水
管
理
は
、
植
え
付
け
後
徐
々
に

潅
水
し
植
付
苗
の
三
分
の
こ
以
上
の

深
水
に
な
ら
な
い
よ
う
注
意
す
る
。

農
繁
期
の
健
康
管
理

農
繁
期
を
元
気
に
過
ご
す
た
め
に

は
、
働
き
方
、
休
息
の
と
り
方
、
栄

養
補
給
の
方
訟
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

能
認
を
あ
げ
る
に
は
、
最
少
の
労

力
と
資
本
、
最
短
の
時
間
で
最
大
の

効
果
を
あ
げ
る
こ
と
で
す
。
し
か
し

一
定
時
間
内
に
大
い
に
能
滋
を
あ
げ

て
も
、
あ
と
で
す
っ
か
り
疲
れ
て
し

ま
う
の
で
は
本
当
の
意
味
マ
能
率
が

あ
が
っ
た
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
と
乙

に
休
息
の
も
ち
方
、
休
息
亘
圏
一
が
問
題

に
な
り
ま
す
。
ま
た
分
担
と
か
協

力
、
設
備
、
機
械
の
導
入
な
ど
も
考

え
ら
れ
ま
す
。

田
処
よ
り
約
百
メ
ー
ト
ル
の
上
流

か
ら
、
新
谷
矢
落
橋
に
至
る
矢
落
川

流
域
十
二
粁
の
関
は
、
清
流
が
急
峻

な
渓
谷
の
奇
岩
を
縫
勺
て
、
あ
る
い

は
走
り
、
あ
る
い
は
よ
ど
み
、
わ
け

で
も
春
は
新
緑
に
つ
つ
ま
れ
、
向
施

(
か
じ
か
)
の
合
唱
を
き
き
一
だ
ん

と
そ
の
幽
す
い
さ
を
加
え
て
、
市
内

で
屈
指
の
佳
境
で
あ
り
ま
す
。

五
月
下
旬
か
ら
六
月
上
旬
に
か
げ

で
ほ
た
る
の
成
虫
が
飛
び
交
い
、
盛

観
を
呈
し
ま
す
。

ほ
た
る
に
は
、
「
げ
ん
じ
ぼ
た
る

ひ
」
と
「
へ
い
け
ぼ
だ
る
」
の
二
つ
が

落矢

ギ
ャ
ン
ブ
ル

と
税
金

× 
× 

× 
X 

そ
ぺ
一
他
の
品
物

い
ろ
い
ろ
工
夫
し
て
も
、
農
繁
期

は
疲
れ
る
も
の
で
す
。
そ
乙
で
疲
れ

を
早
く
回
復
す
る
方
法
と
し
て
次
の

よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

①
十
分
な
睡
眠
を
と
る
。

②
休
息
を
と
る
。
そ
の
時
は
皆
ん
な

一
せ
い
に
休
む
。

③
ゆ
っ
く
り
風
呂
に
入
る
。

④
マ

Y
サ
ー
ジ
を
す
る
。

⑤
毎
月
き
ま
っ
た
農
休
日
を
と
る
。

⑥
体
中
の
肌
行
を
よ
く
す
る
柔
軟
体

操
を
す
る
。

⑦
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養
補
給
、

特
に
乳
、
小
魚
、
海
草
お
よ
び
樹

脂
類
の
摂
取
が
不
足
に
な
り
が
ち

な
の
で
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

大
洲
農
業
改
良
普
及
所

宝
石
貴
金
属

書
闘
美
術
T
芸
品

受
け
取
っ
た
時
の
時
価

券
面
金
額

通
常
の
小

労
相
当
額

商
品
券

ギ
フ
ト
チ
ェ
ッ
ク

宝
く
じ
の
当
せ
ん
金
は
こ
に
よ
っ
て
所
得
税
は
か
か
ら
な
い
乙

宝
く
じ
の
当
せ
ん
金
も
一
時
所
得
で
一
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

す
か
、
乙
れ
は
「
当
せ
ん
金
附
証
票
法
一

ブ
D
タ
ニ
カ
国
際
大
育
科
事
典
6

女
二
人
の
ニ
ュ

1
ギ
ニ
ア
有
吉
)

ア
ラ
ブ
晶
ゲ
立
フ
吉
村
作
治
)

植
物
た
ち
の
生
招
田
真
)

日
本
人
の
乙
と
ろ
(
栴
樟
忠
夫
)

偶
然
と
必
然
(
渡
辺
格
訳
)

人
間
で
あ
る
と
と
の
原
点
(
加
藤
)

世
界
は
と
う
変
る
民
間
禎
三
郎
)

誤

解

と

理

解

(

西

山

千

)

快
楽
(
け
ら
く
)
第
一
巻
(
武
田
)

歴
史
と
す
掌
第
8
号
会
国
務
次
)

牧
口
常
三
郎
(
美
坂
房
津
)

現
代
日
本
文
学
大
事
典
久
松
潜
一

史
記

6
照
史
の
底
流
(
司
馬
遷
)

陽
明
学
大
系
6
陽
明
門
下
(
中
)

夕
刊
日
本
の
陽
明
学
(
下
)

現
代
俳
句
大
系
第
b
・
6
巻

。

第

9

・U
巻

明
治
詩
人
集
一
明
治
文
学
会
隼

ω

重
要
文
化
財
1
彫
刻
工
(
毎
日
新
聞

フ
ァ
ブ
リ
世
間
円
彫
刻
集
日
比

日
本
外
変
史
(
鹿
島
平
和
研
究
所

目
海
軍
軍
縮
交
渉
不
戦
条
約

幻
需
給
問
題

お
大
東
亜
戦
争
・
終
峨
外
交

厚
生
白
書
、
話
ノ
く
年
金
時
代

青
少
年
円
書
総
理
府
、

地
図
の
な
い
旅
(
五
木
寛
之
)

藍
よ
り
青
く
下
)
(
山
田
太
一
)

花

岡

暴

動

(

赤

津

益

造

)

日
本
の
伝
説
(
教
育
図
書
出
版
)

1
北
海
道
東
北
8
東
海

3
北
関
実

9
京
都

4
南

関

東

日

近

畿

6
中

部

日

奈

良

・

南

紀

F

レ
u
缶包

A
噌レ
U
T
U
M円

1

1

E

1

1
寸
ノ
小
'

チ
ャ
イ
ク
ロ
(
幼
児
全
集
)

図
壷
富
山
催
胤
日

1
新
刊
図
書
案
内
1


